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「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。 栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。

【写真】国土交通省 九州地方整備局 ホームページ 国土交通省 関東地方整備局・防衛省 陸上自衛隊・栃木県・栃木県警察・栃木県建設業協会

『５機関による合同情報伝達訓練』

栃木県でもさまざまな災害があり、
栃木県建設業協会は迅速に現場に駆けつけ、復旧活動に着手!!

栃木県全般における関係機関との連携故郷を守る建設業『地域の守り手』
栃木県建設業協会では、県民の生活と経済活動の基盤であるインフラの整備、災害時における緊急対応・
復旧復興活動など、地域の安全・安心を守る為に様々な訓練を行っています。訓練は、国・県・市町、
関係機関との連携を密にした内容で災害時の迅速な活動を行っています。

平成10年８月「那須豪雨」
国道４号（那須町余笹橋付近）

平成27年９月「関東・東北豪雨」
赤堀川（日光市大沢付近）流木撤去

福岡県朝倉市山田地区 大分県日田市小野地区

福岡県朝倉市赤谷川

平成26年２月「大雪」
国道120号（日光市中宮祠付近）

平成27年９月「関東・東北豪雨」
国道121号（日光市日塩道路入口付近）

平成27年９月「関東・東北豪雨」
国道400号（日光市尾頭トンネル）

平成28年１月「大雪」
県道伊王野白河線（那須町追分付近）

平成29年7月 九州北部豪雨

『栃木県・大田原市防災訓練』

総監を務める
福田富一
栃木県知事

訓練本部長を
務める
津久井富雄
大田原市長

栃木県建設業協会では、国や栃木県等との災害協定に基づき組織力や機動力を活かし、異常気象時のパトロールや緊急
出動を始め『地域の守り手』として県等の補完機能を果たしています。

平成29年８月27日、大田原市中田原工業団地（那須赤十字病
院隣）で開催した、栃木県・大田原市防災訓練には、福田富一
栃木県知事、津久井富雄大田原市長など各機関トップの方々の
ご出席をはじめ、国・県・市等の行政機関や地元消防団、関係
団体、関係機関など、89団体・約1,400名が参加し、本番さな
がらの訓練が行われました。

『家畜伝染病の発生時等における防疫対策への協力』
当協会では、災害対応のほかにも、県内にお
いて鳥インフルエンザならびに口蹄疫が発生
した場合には、被害の拡散を防止し事態を収
拾するため、栃木県と「家畜伝染病の発生時
等における防疫対策への協力に関する協定
書」を締結し、官民連携して対応することに
しています。毎年、そのための実地講習会に
も参加し勉強しているところです。

東日本大震災の教訓を生かし、より効果的
な社会資本の早期復旧のための協力体制を
強化するべく、平成25年５月に県内防災関
係５機関による初の「合同情報伝達訓練」
を実施しました。
以降、栃木県庁にて毎年実施される「大規
模災害時における公共土木施設の復旧体制
に関する連携会議」では、災害発生時に備
えた官民一体の情報共有を行っています。

平成29年７月５日、昼頃から夜にかけて
九州北部で局地的に非常に激しい雨が降
り、福岡県・大分県に九州地方では初めて
の大雨特別警報が発令。
24時間の解析雨量は、福岡県朝倉市で約
1,000㎜、大分県日田市で約600㎜の記録
的豪雨となり、各地で甚大な被害が発生し
ました。

く ら し

栃木県建設業協会 那須支部等による
『瓦礫等除去訓練』救助・救援活動を妨げる倒壊家屋などの撤去作業

栃木県建設業協会 那須支部等による
『道路啓開訓練』陸上自衛隊の車両に瓦礫を載せる撤去作業

毎年、全国各地で地震や異常気象による自然災害が発生し、比較的災害の少ないとされてきた本県においても、平成27年
９月の「関東・東北豪雨」では甚大な被害を受けました。災害時における迅速な応急復旧活動における対応こそ、私たち
地方の建設業者が『地域の守り手』として、住民から頼られ必要とされる時です。


